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本研究では，９人制バレーボール国体候補選手の心理的競技能力の変容とスポーツ競技不安との関係について検討
した。その結果，国体に向けた１年間の活動（練習および試合，メンタルサポート）を通して，心理的競技能力の向
上が認められた。特に，総合得点，競技意欲因子，自己実現意欲尺度，リラックス能力尺度において有意に得点が向
上していた。これらはメンタル面のサポートを含めた活動全体の効果があらわれたものと考えられる。また，心理的
競技能力とスポーツ競技不安との関係について分析したところ，特性不安においては闘争心，リラックス能力，集中
力，決断力の４尺度，状態不安においては闘争心，自己実現意欲，自己コントロール能力，リラックス能力，集中力，
自信，決断力，予測力の８尺度との間に関連が認められた。これらの結果は，先行研究で報告されてきた不安とパ
フォーマンスとの関係をさらに支持するものであり，不安への対応策としてメンタルトレーニングを実施することの
有効性を示唆するものでもあった。
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【緒 言】

競技スポーツにおける「精神力」に関しては，これま
での先行研究をもとに徳永らが５因子１２尺度から構成さ
れる心理的競技能力診断検査（DIPCA）を開発した。
この検査はこれまで数回改良されながら，日本における
様々なスポーツ種目や競技レベルにおいて検討され，そ
の有効性が証明され，多くの研究で使用されてきた。特
に，競技レベルにおける因子や尺度の相違点などが示さ
れ，競技スポーツにおける心理的要因の重要性が明らか
にされ，最近ではメンタルトレーニングが盛んに実施さ
れるようになってきた。
ところで，スポーツの競技場面において実力を発揮で

きない心理的要因の一つとして過度の不安や緊張がある。
この要因に関しては，昔からパフォーマンスを低下させ
るとして日本では「あがり」問題として様々な研究がな
されてきた。その結果，不安とあがりは密接に関連して
おり，競技パフォーマンスを向上させるためには不安の
特徴や原因を十分に把握し対処することが重要であると
示唆された。
一方，不安についてSpielberger（１９６６）は不安概念

を研究して，「状態不安」，「特性不安」，「心理的過程と
しての不安」という３側面を明らかにし，状態―特性不
安理論を提示している。また，Martens（１９７６）は，ス
ポーツ競技中の不安について研究を重ね，スポーツ競技

特性不安尺度（SCAT）を開発しその有効性も示した。
これらの先行研究を参考に，Gould（１９８３）はレスリン
グ選手を対象として，特性不安と状態不安との関係性を
明らかにした。また，日本においては，徳永ら（１９９９）
は欧米での先行研究をもとにして，競技不安モデルを構
築した。そして，橋本ら（１９９３）は競技特性不安を明確
に定義して，スポーツ競技特性不安尺度（TAIS）を作
成し，その信頼性と妥当性，ならびに有効性を報告して
いる。
スポーツ選手が競技場面において実力を発揮するため

には，どのような心理的競技能力が必要であるのかを把
握することの重要性は理解できるが，競技場面で実力発
揮と密接に関連しているスポーツ競技不安が心理的競技
能力とどのように関わるのかについても十分に把握して
おくことは，最高のパフォーマンスを得るためには必要
なこととなる。

【目 的】

本研究の目的は，９人制バレーボールにおける国体候
補選手を対象として，１年間における活動を通しての心
理的競技能力の変容と，スポーツ競技不安との関係につ
いて明らかにし，国体へ向けた心理的サポートの基礎資
料を得ることであった。

連絡先著者：西野 明
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【方 法】

１．被験者
被験者は，２０１０年度第６５回国民体育大会（千葉県開催）

成年男子９人制バレーボール候補選手１６名である。なお，
全員が２００９年から国体候補選手として選出されていた。
年齢範囲は，２３～３３歳で，平均は２６．７歳であった。

２．調査時期
２０１０年５月１日（国体に向けた強化合宿中）

３．調査方法
� 心理的競技能力診断検査（Diagnostic Inventory of
Psychological Competitive Ability for Athletes３，以
下「DIPCA.３」）
１年間の活動による心理的競技能力の変容を検討する

ために，昨年と同様に徳永らが開発した調査用紙を使用
した。この検査は，「スポーツ選手に必要な試合場面で
の心理的能力（精神力）」を診断するために開発された
ものであり，５２の質問項目から構成され，５因子構造
（競技意欲，精神の安定・集中，自信，作戦能力，協調
性）と各因子の１２下位尺度（忍耐力，闘争心，自己実現
意欲，勝利意欲，自己コントロール能力，リラックス能
力，集中力，自信，決断力，予測力，判断力，協調性）
及びLie Scale（４項目）から診断が可能である。なお，
各質問項目に対する回答は，「いつもそうである（９０～
１００％）」，「しばしばそうである（７０％）」，「ときどきそ
うである（５０％）」，「ときたまそうである（２５％）」，「ほ
とんどそうでない（０～１０％）」の５段階評定である。
� スポーツ特性―状態不安診断検査（Trait-State
Anxiety Inventory for Sport，以下「TAIS.２ & SAIS.
２」）
競技スポーツにおける不安傾向を検討するために徳永

らが開発したこの調査用紙を使用した。この検査は，
「スポーツ選手が競技場面で不安に陥りやすい程度と不
安の特性」を明らかにするために開発されたものである。
「特性不安（TAIS.２）」に関しては２５の質問項目から構
成され，５因子構造（動作の乱れ傾向，結果に対する不
安傾向，身体面の緊張傾向，競技回避傾向，自信喪失傾
向）である。各質問に対する回答は，「４．いつもある」，
「３．しばしばある」，「２．ときどきある」，「１．めっ
たにない」の４段階評定である。「状態不安（SAIS.２）」
に関しては２０の質問項目から構成され，４因子構造（情
緒不安，勝敗の認知不安，身体的緊張，過緊張・恐れ）
である。各質問に対する回答は，「４．そのとおりであ
る」，「３．かなりそうである」，「２．少しはそうであ
る」，「１．そうではない」の４段階評定である。
� チームの活動状況
国体チームということもあり，基本的には１週間に４

回の練習（１回は約２時間から３時間）を実施してきた。
さらに，１年間の間にチームとしての公式試合が７大会
（２つの全国大会を含む），その他として強化練習会を
月に１～２回ほど実施してきた。練習量としては，十分
とはいえないまでもある程度確保し，主に強化練習会と
して実戦形式を多く取りいれながら競技力向上を目指し

て活動してきた。
� メンタル面のサポート
基本的には活動（練習および試合）の中で，選手との

コミュニケーションをとりながら，メンタル面のアドバ
イスを適宜実施してきた。例えば，昨年のDIPCA.３の診
断結果をフィードバックするとともに，バレーボールお
ける心理的要素の重要性（パフォーマンス・ルーティン
など）についての情報を提供してきた。なお，本研究者
は日本スポーツ心理学会認定のスポーツメンタルトレー
ニング指導士資格を有していた。

４．分析方法
「DIPCA.３」と「TAIS.２ & SAIS.２」ともに，各質問
項目に対する回答を検査の診断基準に従い得点化し，総
合得点，各因子，各尺度の得点の平均値と標準偏差を算
出した。「DIPCA.３」については，１年間での変容を検
討するために対応のあるｔ検定を実施し，総合得点，各
因子，各尺度ごとに比較した。また，「TAIS.２ & SAIS.
２」との関係を検討するために，各因子との相関係数を
求めた。なお，統計処理にはStat View ５．０J for Win-
dowsを使用した。

【結果及び考察】

１．心理的競技能力の変容
１年間の活動状況（練習および試合，メンタルサポー

ト）を通して，心理的競技能力がどのように変容したの
かを検討するために，昨年（２００９）のデータと今年（２０１０）
のデータとを比較した。その結果，総合得点（t（１５）＝
２．２０，p＜．０５）と競技意欲因子（t（１５）＝２．２０，p＜．０５）
において有意な差異が認められた（表１）。自信に関し
ては有意な傾向が認められた（t（１５）＝１．９８，．０５＜p
＜．１０）。その他の因子には有意な差異は認められなかっ
たが，どの因子も得点は向上していた。徳永（２００５）の
報告によれば，測定間隔の相違はあるにしても，初回
（１回目）と最終回（２回目）の比較において，ほぼ全
ての因子と尺度および総合得点が向上していた。さらに，
測定間隔が半年以内では，その効果があまり見られず，
半年以上になると顕著な変化が見られると指摘されてお
り，本研究においても１年間という期間で変容を確認す
ることができた。本研究では，向上がみられた因子や尺
度の数がすくなかったが，この点については，国体候補
選手という競技レベルの高さや対象人数の少なさが影響
しているものと考えられる。しかしながら，総合得点が
１０点以上向上していることからも，チーム全体としての
レベルアップにはつながっていることが伺える。

２．スポーツ特性―状態不安の特徴
� 全体的な傾向
特性不安および状態不安に関して，全体的な傾向をみ

ると特性不安の平均得点が３９．２点で，最低２５点から最高
４７点の範囲であった。診断基準によれば，「やや低い」
に分類され，チーム状況としては順調であることがわか
る。また，状態不安の平均得点は３０．４点で，最低２０点か
ら最高３９点の範囲であった。診断基準によれば「普通」
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に分類され，特性不安と同様に順調である。
� レギュラーと非レギュラーによる比較
試合場面における地位による相違を検討するために，

９名のレギュラー選手と７名の非レギュラー選手の不安
傾向を比較・検討した。なお，調査時点での試合に先発
メンバーとして出場する頻度をもとに，レギュラーと非
レギュラーに分類した。
その結果，特性不安５因子，状態不安４因子の全ての

項目において有意な差異は認められなかった。しかしな
がら，ほとんどの因子においてレギュラー選手の方が非
レギュラー選手と比較して，不安得点が低い傾向がみら
れた。先行研究の報告では，競技レベルの高い選手の方
が低い選手と比較して，不安得点が低い傾向になること
が明らかになっている。本研究では，競技レベルという
よりも試合場面での不安に関しての違いをみようと試み
たが，それほどの相違点は認められなかった。この原因
として考えられるのは，本研究の被験者は全員が競技レ
ベルが高く，またレギュラー選手は半年から１年ぐらい
あまり変わらず固定されていた。そのため，国体まで残
り６カ月を切った調査時点で，ある程度の不安やプレッ
シャーを感じていたのかもしれない。試合１カ月前，試
合１週間前，試合前日といった具合に，継続的に調査が
可能であれば，不安の特徴もさらに明らかとなるであろ
う。

� DIPCA.３の各尺度とTAIS.２ & SAIS.２の各因子との
相関
最初に，DIPCA.３の各尺度とTAIS.２の５因子につい

て，それぞれの関係をみるためにPearsonの積率相関係
数を求めた（表２）。分析の結果，DIPCA.３の１２尺度の
中でTAIS.２の５因子と高い相関を示したのは，闘争心，
リラックス能力，集中力，決断力であった。闘争心は，
競技回避（r＝－．５５７，p＜．０５）との間にやや高い負の
相関を示した。リラックス能力は，結果に対する不安（r
＝－．６８１，p＜．０１）と自信喪失（r＝－．６３２，p＜．０１）
との間にそれぞれ高い負の相関を示した。集中力はリ
ラックス能力と同様に，結果に対する不安（r＝－６２６，
p＜．０１）と自信喪失（r＝－．５９７，p＜．０１）との間にそ
れぞれ高い負の相関を示した。決断力は，動作の乱れ（r
＝－．５６２，p＜．０５）との間にやや高い負の相関を示し
た。これらの結果は，菅野らの大学フェンシング選手を
対象にした研究結果と比較してみると，多少の相違はあ
るもののおおよそ同じような傾向が見られた。このこと
からも，DIPCA.３の各尺度のうち闘争心，リラックス能
力，集中力，決断力との間に，競技場面における不安と
の関連が認められた。
次に，DIPCA.３の各尺度とSAIS.２の４因子について，

それぞれの関係をみるためにPearsonの積率相関係数を
求めた（表３）。分析の結果，DIPCA.３の１２尺度の中で
SAIS.２の４因子と高い相関を示したのは，闘争心，自己
実現意欲，自己コントロール能力，リラックス能力，集

表１ 心理的競技能力の比較

因子・尺度・総合
２００９年 ２０１０年

有意性
平均値 標準偏差 平均値 標準偏差

競 技 意 欲 ６１．５ ７．３３ ６５．６ ６．４９ ＊

精神の安定・集中 ４５．７ １０．３５ ４８．５ ６．０９ ―

自 信 ２６．４ ７．６６ ２９．３ ４．９５ †

作 戦 能 力 ２６．９ ６．７３ ２７．７ ５．１６ ―

協 調 性 １６．３ １．８２ １７．２ １．７２ ―

忍 耐 力 １４．４ ３．１８ １５．４ ２．３９ ―

闘 争 心 １７．３ ２．１８ １７．５ ２．３９ ―

自 己 実 現 意 欲 １４．６ ３．０３ １７．１ １．９５ ＊

勝 利 意 欲 １５．１ ２．１９ １５．６ ２．４５ ―

自己コントロール能力 １５．５ ３．４８ １６．１ ２．３８ ―

リ ラ ッ ク ス 能 力 １４．３ ４．０８ １５．８ ２．７６ ＊

集 中 力 １５．９ ３．８５ １６．６ １．９３ ―

自 信 １３．１ ３．８５ １４．７ ２．６０ †

決 断 力 １３．３ ３．９９ １４．６ ２．４７ †

予 測 力 １３．４ ３．４３ １３．６ ２．７３ ―

判 断 力 １３．４ ３．４６ １４．１ ２．６８ ―

協 調 性 １６．３ １．８２ １７．２ １．７２ ―

総 合 得 点 １７６．８ ２９．２ １８８．３ １８．２５ ＊

†．０５＜p＜．１０ ＊p＜．０５
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中力，自信，決断力，予測力であった。闘争心は情緒不
安（r＝－．６９０，p＜．０１）と高い負の相関，勝敗に対す
る認知的不安（r＝－．５５５，p＜．０５）とやや高い負の相
関を示した。自己実現意欲は，身体的緊張（r＝－．５２２，
p＜．０５）との間にやや高い負の相関を示した。自己コ
ントロール能力は，自己実現意欲と同様に身体的緊張（r
＝－．５２０，p＜．０５）との間にやや高い負の相関を示し
た。リラックス能力は，勝敗に対する認知的不安（r＝
－．５２３，p＜．０５）とやや高い負の相関，過緊張・恐れ
（r＝－．７２４，p＜．０１）との間には高い負の相関を示し
た。集中力は，情緒不安（r＝－６３８，p＜．０１），勝敗に
対する認知的不安（r＝－．７３３，p＜．０１），身体的緊張（r
＝－．６３０，p＜．０１）との間にそれぞれ高い負の相関を
示した。自信は，身体的緊張（r＝－．６２８，p＜．０１）と
の間にやや高い負の相関を示した。決断力は，身体的緊

張（r＝－．５２９，p＜．０５）との間にやや高い負の相関を
示した。予測力も同様に，身体的緊張（r＝－．５２３，p
＜．０５）との間にやや高い負の相関を示した。SAIS.２は，
試合前の不安状態を把握することが可能であり，身体的
緊張と多く関連していることが分かる。このことからも，
DIPCA.３の各尺度のうち闘争心，自己実現意欲，自己コ
ントロール能力，リラックス能力，集中力，自信，決断
力，予測力との間に，実際の試合場面での不安との関連
が認められた。
以上のことから，不安に関わる主な心理的能力として

はリラックス能力と集中力があげられる。リラックス能
力は，時間や場面が次々と変化していく状況の中で，対
戦相手のみならず自分自身の状態も瞬時に把握したり，
審判による不利な判定など，不安を生じさせる要因はあ
るが，それらに対してうまく対応できる能力の一つであ

表２ 心理的競技能力の１２尺度と特性不安の５因子との相関関係

動作の乱れ 結果に対する不安 身体面の緊張 競技回避 自信喪失

忍 耐 力 －．２１０ －．３６９ －．１１９ －．２３７ ．０８５

闘 争 心 －．１７６ －．２７２ －．１２９ －．５５７＊ －．３３８

自 己 実 現 意 欲 ．０３８ －．０７３ ．１２６ －．１２５ ．０２７

勝 利 意 欲 ．１３６ －．３４３ ．２０１ －．２２７ －．２８８

自己コントロール能力 －．３２４ －．４９４ －．１５７ －．２９９ －．４２３

リ ラ ッ ク ス 能 力 －．２０３ －．６８１＊＊ －．４５３ －．４４８ －．６３２＊＊

集 中 力 －．３００ －．６２６＊＊ －．２５４ －．４１０ －．５９７＊＊

自 信 －．４８０ －．４３４ －．１５４ ．０１７ －．１７６

決 断 力 －．５６２＊ －．４２８ －．２６１ －．０１７ －．２０６

予 測 力 －．２０２ －．３２７ －．１７５ ．１６０ －．１５４

判 断 力 －．２８５ －．２９０ －．０２９ ．２３８ －．０７５

協 調 性 ．２０７ ．１７９ ．１５８ ．１４８ ．４８０

＊p＜．０５ ＊＊p＜．０１

表３ 心理的競技能力の１２下位尺度と状態不安の４因子との相関関係

情緒不安 勝敗に対する認知的不安 身体的緊張 過緊張・恐れ

忍 耐 力 －．２６９ －．３４８ －．２１８ －．２７０

闘 争 心 －．６９０＊＊ －．５５５＊ －．２６３ －．１２９

自 己 実 現 意 欲 －．０９３ －．２６８ －．５２２＊ ．０８６

勝 利 意 欲 －．０５７ －．２４２ －．３６８ －．１３７

自己コントロール能力 －．４９１ －．４０３ －．５２０＊ －．３６３

リ ラ ッ ク ス 能 力 －．４４５ －．５２３＊ －．３４５ －．７２４＊＊

集 中 力 －．６３８＊＊ －．７３３＊＊ －．６３０＊＊ －．４１５

自 信 －．０９７ －．２９２ －．６２８＊＊ －．２０４

決 断 力 －．１３９ －．１１８ －．５２９＊ －．２８２

予 測 力 －．０６０ －．１４６ －．５２３＊ －．１４７

判 断 力 ．０９４ －．１２４ －．４５３ －．１２５

協 調 性 ．４１７ ．１８８ ．１３３ ．３８３

＊p＜．０５ ＊＊p＜．０１
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る。そのため，静かな場所に限らず，いつでもどこでも
すぐにリラックスできる能力が高いと，不安も減少する
と考えられる。集中力は，１つのことというよりも状況
や場面に対して適切に注意を向けることができることで
ある。応援者が気になったり，自然状況に影響をうける
ようでは，不安を生みだしてしまうであろう。したがっ
て，この集中力を高める方法も身につけておくことが大
切となる。

【ま と め】

本研究では，９人制バレーボールにおける国体候補選
手を対象に心理的競技能力の変容とスポーツ競技不安と
の関係について検討した。その結果，１年間の活動（練
習および試合）やメンタルサポートを通して，心理的競
技能力の向上がみられた。また，スポーツ競技不安との
関係においては，リラックス能力と集中力が重要な要因
であることが改めて明らかとなった。今後は，国体へ向
けさらなる心理面でのサポートの充実を目指したい。
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